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【議案第 14 号】 
第一学校給食共同調理場 改修のための

設計業務にかかる補正予算案が 
－賛否分かれる－     

【【議議案案第第 1144 号号（（一一般般会会計計補補正正予予算算（（第第３３号号））））】】－－概概要要－－

市が第一学校給食共同調理場の整備方針を「建て替え」から「既存施設改修による 15

年継続使用」へと見直したことに伴い、その実現に向けた詳細設計業務と施設改修調査

の費用を補正予算案として計上した。

補正予算額：1,249 万１千円（財源：財政調整基金繰入金）

議案提出日：令和８年６月５日

（（審審査査のの経経緯緯）） 

この議案は予算決算常任委員会に付託され、総務産業分科会においては「対応食数が

2,200 食に変わった経緯について」、「今後の物価上昇のリスクについて」、「整備方針の

再変更の可能性について」といった点が議論の対象となり、慎重審査の結果、否決すべ

きもの、として決定された。

その後、令和８年６月 17 日の本会議において

賛成討論・反対討論がそれぞれ行われたのち、

起立採決の結果、第一学校給食共同調理場の改修に

向けた詳細設計業務と施設改修調査の費用にかかる

補正予算案は、賛賛成成少少数数でで否否決決ととななっったた。。
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議 案

第14号

令和８年度神栖市一般

会計補正予算（第３号）

原原 案案 

否否 決決
○ ○

× × × ×

○ ○

× × × ×

○ － ○

×

○

×

○ ○

× ×

○ 1100 1122 

特 集

【【○○：：賛賛成成  ××：：反反対対  －－：：議議長長※】】
※ 議長の表決権：過半数議決の場合、議長には表決権がありません。ただし、賛成反対が同数の場合、

可決か否決か決定することになります。

起立採決の様子（賛賛成成 1100 人人・・反反対対 1122 人人）
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【【議議案案第第 1144 号号（（一一般般会会計計補補正正予予算算（（第第３３号号））））】】－－概概要要－－

市が第一学校給食共同調理場の整備方針を「建て替え」から「既存施設改修による

15 年継続使用」へと見直したことに伴い、その実現に向けた詳細設計業務と施設改修

調査の費用を補正予算案として計上した。

補正予算額：1,249 万１千円（財源：財政調整基金繰入金）

議案提出日：令和８年６月５日

（（審審査査のの経経緯緯）） 

この議案は予算決算常任委員会に付託され、総務産業分科会においては「対応食数が

2,200 食に変わった経緯について」、「今後の物価上昇のリスクについて」、「整備方針の

再変更の可能性について」といった点が議論の対象となり、慎重審査の結果、否決すべ

きもの、として決定された。

その後、令和８年６月 17 日の本会議において

賛成討論・反対討論がそれぞれ行われたのち、

起立採決の結果、第一学校給食共同調理場の改修に

向けた詳細設計業務と施設改修調査の費用にかかる

補正予算案は、賛賛成成少少数数でで否否決決ととななっったた。。
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特 集

【【○○：：賛賛成成　　××：：反反対対　　－－：：議議長長※】】
※ 議長の表決権：過半数議決の場合、議長には表決権がありません。ただし、賛成反対が同数の場合、

可決か否決か決定することになります。

起立採決の様子（賛賛成成 1100 人人・・反反対対 1122 人人）
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設計業務にかかる補正予算案が 
－賛否分かれる－     

【【議議案案第第 1144 号号（（一一般般会会計計補補正正予予算算（（第第３３号号））））】】－－概概要要－－

市が第一学校給食共同調理場の整備方針を「建て替え」から「既存施設改修による 15

年継続使用」へと見直したことに伴い、その実現に向けた詳細設計業務と施設改修調査

の費用を補正予算案として計上した。

補正予算額：1,249 万１千円（財源：財政調整基金繰入金）

議案提出日：令和８年６月５日

（（審審査査のの経経緯緯）） 

この議案は予算決算常任委員会に付託され、総務産業分科会においては「対応食数が

2,200 食に変わった経緯について」、「今後の物価上昇のリスクについて」、「整備方針の

再変更の可能性について」といった点が議論の対象となり、慎重審査の結果、否決すべ

きもの、として決定された。

その後、令和８年６月 17 日の本会議において

賛成討論・反対討論がそれぞれ行われたのち、

起立採決の結果、第一学校給食共同調理場の改修に

向けた詳詳細細設設計計業業務務とと施施設設改改修修調調査査のの費費用用ににかかかかるる 

補補正正予予算算案案はは、、賛賛成成少少数数でで否否決決ととななっったた。。
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可決か否決か決定することになります。
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【【議議案案第第 1144 号号 一一般般会会計計補補正正予予算算（（第第３３号号））】】－－概概要要－－

市が第一学校給食共同調理場の整備方針を「建て替え」から「既存施設改修による 15

年継続使用」へと見直したことに伴い、その実現に向けた詳細設計業務と施設改修調査

の費用を補正予算案として計上した。

補正予算額：1,249 万１千円（財源：財政調整基金繰入金）

議案提出日：令和８年６月５日

（（審審査査のの経経緯緯）） 

この議案は予算決算常任委員会に付託され、総務産業分科会においては「対応食数が

2,200 食に変わった経緯について」、「今後の物価上昇のリスクについて」、「整備方針の

再変更の可能性について」といった点が議論の対象となり、慎重審査の結果、否決すべ

きもの、として決定された。

その後、令和８年６月 17 日の本会議において

賛成討論・反対討論がそれぞれ行われたのち、

起立採決の結果、第一学校給食共同調理場の改修に

向けた詳詳細細設設計計業業務務とと施施設設改改修修調調査査のの費費用用ににかかかかるる 

補補正正予予算算案案はは、、賛賛成成少少数数でで否否決決ととななっったた。。
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【議案第 14 号】  討討論論のの概概要要

 賛成討論として幸保正東議員、鈴木一史議員が、反対討論として関口正司議員、 

西山正司議員がそれぞれの立場で意見を述べました。　※以下は各議員の発言要約

 

 
【幸保正東議員】

｢｢建建てて替替ええ｣｣かからら｢｢既既存存施施設設改改修修にによよるる 1155 年年継継続続使使用用｣｣へへのの 

方方針針転転換換はは、、財財政政状状況況をを踏踏ままええたた現現実実的的なな判判断断ででああるる。。

 当市の厳しい財政状況下において、将来世代に過度な負担を負わせないためには、限られた財源の優

先順位を明確にする必要がある。仮に規模を縮小して建て替えた場合でも、今後 30 年以上使用していく

ことになるが、現時点で施設規模を固定化するのは得策ではない。今後の児童生徒数減少が見込まれて

いる中で、改修により延命した 15 年間を活用し、学校編成等の状況を見極めた上で判断することが、将

来世代へのより責任ある対応であると考える。

 

 
【鈴木一史議員】

厳厳ししいい財財政政状状況況のの中中、、約約 4400 億億円円規規模模のの新新築築計計画画をを 

凍凍結結しし、、約約 1122 億億円円のの改改修修計計画画へへとと見見直直ししたたここととはは、、 

財財政政健健全全化化へへのの英英断断ででああるる。。

 この改修計画は老朽化した主要設備を更新しつつ、既存設備を大切に活用する堅実な手法を採用して

いる。夏休み等の長期休業期間を活用して工事を進めることで、給食を一日も中断せず提供し続けるこ

とが可能である。さらに将来の児童生徒数の減少を見据え、15 年間を次代への準備期間と位置づけるこ

とは、将来世代に過度な負担を残さないための戦略的な判断であり、本補正予算案は子どもの食の安全

を守りつつ持続可能な行政サービスをつなぐ最善の選択であると確信している。

 
温温かかくく出出来来たたててのの食食事事をを提提供供ででききるる「「自自校校方方式式　　

（（各各学学校校ででのの調調理理））」」ここそそがが最最善善のの選選択択肢肢ででああるる。。  
【関口正司議員】

 現在の第一学校給食共同調理場は良好に維持管理されており、既存施設の有効活用という観点から、

今回の改修計画には一定の評価ができる。一方で、改修計画は採算性を重視するあまり、子どもたちを

中心に据えた視点が欠けている。本来、教育のような公的サービスは採算性のみで測るべきではなく、

温かく出来たての食事を提供できる自校方式が最善であると考えるため、補正予算案に反対する。

 将将来来のの財財政政負負担担やや安安全全性性のの検検証証がが不不十十分分でであありり、、 

短短期期的的なな延延命命措措置置ででははななくく将将来来をを見見据据ええたた整整備備　　 

計計画画のの再再検検討討がが必必要要ででああるる。。  
【西山正司議員】

 改修への大幅な方針転換について、建て替え規模縮小等による費用抑制の検討や、他施設の老朽化状

況も考慮した長期的な財政負担の比較検討の結果が示されていない。子どもたちの安全安心と同時に、

従業者の労働環境を守る高度な衛生管理が求められる中、児童減少を見据えつつも、短期的な視点のみ

で判断すべきではない。将来世代への責任を果たし、安全な給食提供を最優先に考える立場から、長期

的な視点に立った施設整備の再検討を求める。

補正予算案に 

補正予算案に 反 対
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【議案第 14 号】  討討論論のの概概要要

 賛成討論として幸保正東議員、鈴木一史議員が、反対討論として関口正司議員、 

西山正司議員がそれぞれの立場で意見を述べました。　※以下は各議員の発言要約

 

 
【幸保正東議員】

｢｢建建てて替替ええ｣｣かからら｢｢既既存存施施設設改改修修にによよるる 1155 年年継継続続使使用用｣｣へへのの 

方方針針転転換換はは、、財財政政状状況況をを踏踏ままええたた現現実実的的なな判判断断ででああるる。。

 当市の厳しい財政状況下において、将来世代に過度な負担を負わせないためには、限られた財源の優

先順位を明確にする必要がある。仮に規模を縮小して建て替えた場合でも、今後 30 年以上使用していく

ことになるが、現時点で施設規模を固定化するのは得策ではない。今後の児童生徒数減少が見込まれて

いる中で、改修により延命した 15 年間を活用し、学校編成等の状況を見極めた上で判断することが、将

来世代へのより責任ある対応であると考える。

 

 
【鈴木一史議員】

厳厳ししいい財財政政状状況況のの中中、、約約 4400 億億円円規規模模のの新新築築計計画画をを 

凍凍結結しし、、約約 1122 億億円円のの改改修修計計画画へへとと見見直直ししたたここととはは、、 

財財政政健健全全化化へへのの英英断断ででああるる。。

 この改修計画は老朽化した主要設備を更新しつつ、既存設備を大切に活用する堅実な手法を採用して

いる。夏休み等の長期休業期間を活用して工事を進めることで、給食を一日も中断せず提供し続けるこ

とが可能である。さらに将来の児童生徒数の減少を見据え、15 年間を次代への準備期間と位置づけるこ

とは、将来世代に過度な負担を残さないための戦略的な判断であり、本補正予算案は子どもの食の安全

を守りつつ持続可能な行政サービスをつなぐ最善の選択であると確信している。

 
温温かかくく出出来来たたててのの食食事事をを提提供供ででききるる「「自自校校方方式式　　

（（各各学学校校ででのの調調理理））」」ここそそがが最最善善のの選選択択肢肢ででああるる。。  
【関口正司議員】

 現在の第一学校給食共同調理場は良好に維持管理されており、既存施設の有効活用という観点から、

今回の改修計画には一定の評価ができる。一方で、改修計画は採算性を重視するあまり、子どもたちを

中心に据えた視点が欠けている。本来、教育のような公的サービスは採算性のみで測るべきではなく、

温かく出来たての食事を提供できる自校方式が最善であると考えるため、補正予算案に反対する。

 将将来来のの財財政政負負担担やや安安全全性性のの検検証証がが不不十十分分でであありり、、 

短短期期的的なな延延命命措措置置ででははななくく将将来来をを見見据据ええたた整整備備　　 

計計画画のの再再検検討討がが必必要要ででああるる。。  
【西山正司議員】

 改修への大幅な方針転換について、建て替え規模縮小等による費用抑制の検討や、他施設の老朽化状

況も考慮した長期的な財政負担の比較検討の結果が示されていない。子どもたちの安全安心と同時に、

従業者の労働環境を守る高度な衛生管理が求められる中、児童減少を見据えつつも、短期的な視点のみ

で判断すべきではない。将来世代への責任を果たし、安全な給食提供を最優先に考える立場から、長期

的な視点に立った施設整備の再検討を求める。

補正予算案に 

補正予算案に 反 対
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令和８年神栖市議会・第２回定例会
令和８年第２回定例会を６月３日から６月17日までの会期15日間の日程で開き、条例に関するもの

３件、予算に関するもの３件、市道路線に関するもの１件、損害賠償の額を定めるもの１件、専決処

分の承認を求めるもの３件、財産の取得に関するもの３件、報告に関するもの５件、請願３件の計22

件の審議を行いました。

議議案案等等議議決決結結果果一一覧覧

議案番号 件  名 議決結果

議 案 第 １ 号 神栖市附属機関に関する条例の一部を改正する条例 原 案 可 決

議 案 第 ２ 号 神栖市介護保険条例の一部を改正する条例 原 案 可 決

議 案 第 ３ 号 令和８年度神栖市一般会計補正予算（第２号） 原 案 可 決

議 案 第 ４ 号 令和８年度神栖市介護保険特別会計（事業勘定）補正予算（第１号） 原 案 可 決

議 案 第 ５ 号 神栖市道路線の認定について 原 案 可 決

議 案 第 ６ 号 損害賠償の額を定めることについて 原 案 可 決

議 案 第 ７ 号
専決処分の承認を求めることについて

・神栖市税条例の一部を改正する条例
承   認

議 案 第 ８ 号
専決処分の承認を求めることについて

・神栖市国民健康保険税条例の一部を改正する条例
承   認

議 案 第 ９ 号
専決処分の承認を求めることについて

・令和８年度神栖市一般会計補正予算（第１号）
承   認

議案第 10 号 神栖市印鑑条例の一部を改正する条例 原 案 可 決

議案第 11 号
財産の取得について

・神栖市立中学校体育館空調設備一式
原 案 可 決

議案第 12 号
財産の取得について

・神栖市立小学校校舎ＬＥＤ照明器具一式
原 案 可 決

議 案 第 13号
財産の取得について

・神栖市立中学校校舎ＬＥＤ照明器具一式
原 案 可 決

議 案 第 14号 令和８年度神栖市一般会計補正予算（第３号） 原 案 否 決
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議案番号 件  名 議決結果 

報 告 第 １ 号 令和７年度神栖市一般会計繰越明許費繰越計算書 報  告  済 

報 告 第 ２ 号 令和７年度神栖市水道事業会計予算繰越計算書 報  告  済 

報 告 第 ３ 号 令和７年度神栖市下水道事業会計予算繰越計算書 報  告  済 

報 告 第 ４ 号 
公益財団法人神栖市文化・スポーツ振興公社の令和７年度事業報告及び決算並びに

令和８年度事業計画及び収支予算について 
報  告  済 

報 告 第 ５ 号 令和７年度神栖市水道事業会計継続費繰越計算書 報  告  済 

請 願 第 １ 号 mRNA ワクチン（レプリコンワクチンを含む）接種事業中止の意見書提出を求める請願書 不  採  択 

請 願 第 ２ 号 コウノトリを市の鳥に制定する請願書 採   択 

請 願 第 ３ 号 
投票所におけるマイナンバーカードを活用した本人確認及び受付業務の効率化に関する 

請願書 
採   択 

<<議議員員にによよるる賛賛否否一一覧覧>>   

件 名 
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鈴 
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康 
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遠 
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貴 
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後 
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潤
一
郎 

五
十
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田 

耕 

造 

伊 

藤 
 
 

大 

議 案 第 １ 号 
神栖市附属機関に関する条例の一部を

改正する条例 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

議 案 第 ２ 号 
神栖市介護保険条例の一部を改正する

条例 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

議 案 第 ３ 号 
令和８年度神栖市一般会計補正予算

（第２号） 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

議 案 第 ４ 号 
令和８年度神栖市介護保険特別会計

（事業勘定）補正予算（第１号） 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

議 案 第 ５ 号 神栖市道路線の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

議 案 第 ６ 号 損害賠償の額を定めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

議 案 第 ７ 号 
専決処分の承認を求めることについて 

・神栖市税条例の一部を改正する条例 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

議 案 第 ８ 号 

専決処分の承認を求めることについて  

・神栖市国民健康保険税条例の一部を

改正する条例 

○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 

5 

議案番号 件  名 議決結果 

報 告 第 １ 号 令和７年度神栖市一般会計繰越明許費繰越計算書 報  告  済 

報 告 第 ２ 号 令和７年度神栖市水道事業会計予算繰越計算書 報  告  済 

報 告 第 ３ 号 令和７年度神栖市下水道事業会計予算繰越計算書 報  告  済 

報 告 第 ４ 号 
公益財団法人神栖市文化・スポーツ振興公社の令和７年度事業報告及び決算並びに

令和８年度事業計画及び収支予算について 
報  告  済 

報 告 第 ５ 号 令和７年度神栖市水道事業会計継続費繰越計算書 報  告  済 

請 願 第 １ 号 mRNA ワクチン（レプリコンワクチンを含む）接種事業中止の意見書提出を求める請願書 不  採  択 

請 願 第 ２ 号 コウノトリを市の鳥に制定する請願書 採   択 

請 願 第 ３ 号 
投票所におけるマイナンバーカードを活用した本人確認及び受付業務の効率化に関する 

請願書 
採   択 

<<議議員員にによよるる賛賛否否一一覧覧>>   

件 名 

山 

中 
 
 

要 

鈴 

木 

一 

史 

鈴 

木 

洋 

美 

笹 

本 

浩 
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潤
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五
十
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藤 
 
 

大 

議 案 第 １ 号 
神栖市附属機関に関する条例の一部を

改正する条例 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

議 案 第 ２ 号 
神栖市介護保険条例の一部を改正する

条例 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

議 案 第 ３ 号 
令和８年度神栖市一般会計補正予算

（第２号） 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

議 案 第 ４ 号 
令和８年度神栖市介護保険特別会計

（事業勘定）補正予算（第１号） 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

議 案 第 ５ 号 神栖市道路線の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

議 案 第 ６ 号 損害賠償の額を定めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

議 案 第 ７ 号 
専決処分の承認を求めることについて 

・神栖市税条例の一部を改正する条例 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

議 案 第 ８ 号 

専決処分の承認を求めることについて  

・神栖市国民健康保険税条例の一部を

改正する条例 

○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 
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令和８年神栖市議会・第２回定例会
令和８年第２回定例会を６月３日から６月17日までの会期15日間の日程で開き、条例に関するもの

３件、予算に関するもの３件、市道路線に関するもの１件、損害賠償の額を定めるもの１件、専決処

分の承認を求めるもの３件、財産の取得に関するもの３件、報告に関するもの５件、請願３件の計22

件の審議を行いました。

議議案案等等議議決決結結果果一一覧覧

議案番号 件  名 議決結果

議 案 第 １ 号 神栖市附属機関に関する条例の一部を改正する条例 原 案 可 決

議 案 第 ２ 号 神栖市介護保険条例の一部を改正する条例 原 案 可 決

議 案 第 ３ 号 令和８年度神栖市一般会計補正予算（第２号） 原 案 可 決

議 案 第 ４ 号 令和８年度神栖市介護保険特別会計（事業勘定）補正予算（第１号） 原 案 可 決

議 案 第 ５ 号 神栖市道路線の認定について 原 案 可 決

議 案 第 ６ 号 損害賠償の額を定めることについて 原 案 可 決

議 案 第 ７ 号
専決処分の承認を求めることについて

・神栖市税条例の一部を改正する条例
承   認

議 案 第 ８ 号
専決処分の承認を求めることについて

・神栖市国民健康保険税条例の一部を改正する条例
承   認

議 案 第 ９ 号
専決処分の承認を求めることについて

・令和８年度神栖市一般会計補正予算（第１号）
承   認

議案第 10 号 神栖市印鑑条例の一部を改正する条例 原 案 可 決

議案第 11 号
財産の取得について

・神栖市立中学校体育館空調設備一式
原 案 可 決

議案第 12 号
財産の取得について

・神栖市立小学校校舎ＬＥＤ照明器具一式
原 案 可 決

議 案 第 13号
財産の取得について

・神栖市立中学校校舎ＬＥＤ照明器具一式
原 案 可 決

議 案 第 14号 令和８年度神栖市一般会計補正予算（第３号） 原 案 否 決

神栖市介護保険条例の一部を改正する条例 原 案 可 決議 案 第 ２ 号

令和８年神栖市議会・第2回定例会

令和８年度神栖市介護保険特別会計（事業勘定）補正予算（第１号） 原 案 可 決議 案 第 ４ 号

損害賠償の額を定めることについて 原 案 可 決議 案 第 ６ 号

専決処分の承認を求めることについて

・神栖市国民健康保険税条例の一部を改正する条例
承   認議 案 第 ８ 号

神栖市印鑑条例の一部を改正する条例 原 案 可 決議案第 10 号

財産の取得について

・神栖市立小学校校舎ＬＥＤ照明器具一式
原 案 可 決議案第 12 号

令和８年度神栖市一般会計補正予算（第３号） 原 案 否 決議 案 第 14号
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5

議案番号 件  名 議決結果

報 告 第 １ 号 令和７年度神栖市一般会計繰越明許費繰越計算書 報 告 済

報 告 第 ２ 号 令和７年度神栖市水道事業会計予算繰越計算書 報 告 済

報 告 第 ３ 号 令和７年度神栖市下水道事業会計予算繰越計算書 報 告 済

報 告 第 ４ 号
公益財団法人神栖市文化・スポーツ振興公社の令和７年度事業報告及び決算並びに

令和８年度事業計画及び収支予算について
報 告 済

報 告 第 ５ 号 令和７年度神栖市水道事業会計継続費繰越計算書 報 告 済

請 願 第 １ 号 mRNA ワクチン（レプリコンワクチンを含む）接種事業中止の意見書提出を求める請願書 不 採 択

請 願 第 ２ 号 コウノトリを市の鳥に制定する請願書 採   択

請 願 第 ３ 号
投票所におけるマイナンバーカードを活用した本人確認及び受付業務の効率化に関する

請願書
採   択

<<議議員員にによよるる賛賛否否一一覧覧>>
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之
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一
郎

五
十
嵐

清

美

関

口

正

司

飯

田

耕

造

伊

藤 
 
 

大

議 案 第 １ 号
神栖市附属機関に関する条例の一部を

改正する条例
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○○○○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 ２ 号
神栖市介護保険条例の一部を改正する

条例
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○○○○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 ３ 号
令和８年度神栖市一般会計補正予算

（第２号）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○○○○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 ４ 号
令和８年度神栖市介護保険特別会計

（事業勘定）補正予算（第１号）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○○○○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 ５ 号 神栖市道路線の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○○○○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 ６ 号 損害賠償の額を定めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○○○○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 ７ 号
専決処分の承認を求めることについて

・神栖市税条例の一部を改正する条例
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○○○○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 ８ 号

専決処分の承認を求めることについて

・神栖市国民健康保険税条例の一部を

改正する条例

○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○○○○ ○ ○ × ○ ○

5

議案番号 件  名 議決結果

報 告 第 １ 号 令和７年度神栖市一般会計繰越明許費繰越計算書 報 告 済

報 告 第 ２ 号 令和７年度神栖市水道事業会計予算繰越計算書 報 告 済

報 告 第 ３ 号 令和７年度神栖市下水道事業会計予算繰越計算書 報 告 済

報 告 第 ４ 号
公益財団法人神栖市文化・スポーツ振興公社の令和７年度事業報告及び決算並びに

令和８年度事業計画及び収支予算について
報 告 済

報 告 第 ５ 号 令和７年度神栖市水道事業会計継続費繰越計算書 報 告 済

請 願 第 １ 号 mRNA ワクチン（レプリコンワクチンを含む）接種事業中止の意見書提出を求める請願書 不 採 択

請 願 第 ２ 号 コウノトリを市の鳥に制定する請願書 採   択

請 願 第 ３ 号
投票所におけるマイナンバーカードを活用した本人確認及び受付業務の効率化に関する

請願書
採   択

<<議議員員にによよるる賛賛否否一一覧覧>>
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大

議 案 第 １ 号
神栖市附属機関に関する条例の一部を

改正する条例
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○○○○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 ２ 号
神栖市介護保険条例の一部を改正する

条例
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○○○○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 ３ 号
令和８年度神栖市一般会計補正予算

（第２号）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○○○○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 ４ 号
令和８年度神栖市介護保険特別会計

（事業勘定）補正予算（第１号）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○○○○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 ５ 号 神栖市道路線の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○○○○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 ６ 号 損害賠償の額を定めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○○○○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 ７ 号
専決処分の承認を求めることについて

・神栖市税条例の一部を改正する条例
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○○○○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 ８ 号

専決処分の承認を求めることについて

・神栖市国民健康保険税条例の一部を

改正する条例

○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○○○○ ○ ○ × ○ ○

5

議案番号 件  名 議決結果

報 告 第 １ 号 令和７年度神栖市一般会計繰越明許費繰越計算書 報 告 済

報 告 第 ２ 号 令和７年度神栖市水道事業会計予算繰越計算書 報 告 済

報 告 第 ３ 号 令和７年度神栖市下水道事業会計予算繰越計算書 報 告 済

報 告 第 ４ 号
公益財団法人神栖市文化・スポーツ振興公社の令和７年度事業報告及び決算並びに

令和８年度事業計画及び収支予算について
報 告 済

報 告 第 ５ 号 令和７年度神栖市水道事業会計継続費繰越計算書 報 告 済

請 願 第 １ 号 mRNA ワクチン（レプリコンワクチンを含む）接種事業中止の意見書提出を求める請願書 不 採 択

請 願 第 ２ 号 コウノトリを市の鳥に制定する請願書 採   択

請 願 第 ３ 号
投票所におけるマイナンバーカードを活用した本人確認及び受付業務の効率化に関する

請願書
採   択

<<議議員員にによよるる賛賛否否一一覧覧>>
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大

議 案 第 １ 号
神栖市附属機関に関する条例の一部を

改正する条例
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○○○○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 ２ 号
神栖市介護保険条例の一部を改正する

条例
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○○○○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 ３ 号
令和８年度神栖市一般会計補正予算

（第２号）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○○○○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 ４ 号
令和８年度神栖市介護保険特別会計

（事業勘定）補正予算（第１号）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○○○○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 ５ 号 神栖市道路線の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○○○○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 ６ 号 損害賠償の額を定めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○○○○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 ７ 号
専決処分の承認を求めることについて

・神栖市税条例の一部を改正する条例
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○○○○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 ８ 号

専決処分の承認を求めることについて

・神栖市国民健康保険税条例の一部を

改正する条例

○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○○○○ ○ ○ × ○ ○

5

議案番号 件  名 議決結果

報 告 第 １ 号 令和７年度神栖市一般会計繰越明許費繰越計算書 報 告 済

報 告 第 ２ 号 令和７年度神栖市水道事業会計予算繰越計算書 報 告 済

報 告 第 ３ 号 令和７年度神栖市下水道事業会計予算繰越計算書 報 告 済

報 告 第 ４ 号
公益財団法人神栖市文化・スポーツ振興公社の令和７年度事業報告及び決算並びに

令和８年度事業計画及び収支予算について
報 告 済

報 告 第 ５ 号 令和７年度神栖市水道事業会計継続費繰越計算書 報 告 済

請 願 第 １ 号 mRNA ワクチン（レプリコンワクチンを含む）接種事業中止の意見書提出を求める請願書 不 採 択

請 願 第 ２ 号 コウノトリを市の鳥に制定する請願書 採   択

請 願 第 ３ 号
投票所におけるマイナンバーカードを活用した本人確認及び受付業務の効率化に関する

請願書
採   択

<<議議員員にによよるる賛賛否否一一覧覧>>
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大

議 案 第 １ 号
神栖市附属機関に関する条例の一部を

改正する条例
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○○○○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 ２ 号
神栖市介護保険条例の一部を改正する

条例
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○○○○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 ３ 号
令和８年度神栖市一般会計補正予算

（第２号）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○○○○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 ４ 号
令和８年度神栖市介護保険特別会計

（事業勘定）補正予算（第１号）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○○○○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 ５ 号 神栖市道路線の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○○○○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 ６ 号 損害賠償の額を定めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○○○○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 ７ 号
専決処分の承認を求めることについて

・神栖市税条例の一部を改正する条例
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○○○○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 ８ 号

専決処分の承認を求めることについて

・神栖市国民健康保険税条例の一部を

改正する条例

○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○○○○ ○ ○ × ○ ○

令和７年度神栖市水道事業会計予算繰越計算書 報 告 済報 告 第 ２ 号

公益財団法人神栖市文化・スポーツ振興公社の令和７年度事業報告及び決算並びに

令和８年度事業計画及び収支予算について
報 告 済報 告 第 ４ 号

mRNA ワクチン（レプリコンワクチンを含む）接種事業中止の意見書提出を求める請願書 不 採 択請 願 第 １ 号

投票所におけるマイナンバーカードを活用した本人確認及び受付業務の効率化に関する

請願書
採   択請 願 第 ３ 号

神栖市介護保険条例の一部を改正する

条例
議 案 第 ２ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

損害賠償の額を定めることについて議 案 第 ６ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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○

○

○

○

○

○

山

本 
 
 

実

○

○

○

○

○

○

○

○

小
野
田

ト
シ
子

○

○

○

○

○

○

○

○

石

井

由

春

○

○

○

○

○

○

○

○

額

賀 
 
 

優

－

－

－

－

－

－

－

－

西

山

正

司

○

○

○

○

○

○

○

○

遠

藤

貴

之

○

○

○

○

○

○

○

○

五
十
嵐

清

美

○

○

○

○

○

○

○

○

飯

田

耕

造

○

○

○

○

○

○

○

○

令和８年度神栖市介護保険特別会計

（事業勘定）補正予算（第１号）
議 案 第 ４ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分の承認を求めることについて

・神栖市国民健康保険税条例の一部を

改正する条例

議 案 第 ８ 号 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

かみす市議会だより 第91号5



6

<<議議員員にによよるる賛賛否否一一覧覧>>

件 名

山

中 
 
 

要

鈴

木

一

史

鈴

木

洋

美

笹

本

浩

史

横

田

幸

治

遠

藤

富
美
子

幸

保

正

東

山

本 
 
 

実

神

﨑

誠

司

小
野
田

ト
シ
子

須

田

光

一

石

井

由

春

境

川

幸

雄

額

賀 
 
 

優

髙

橋

佑

至

西

山

正

司

鈴

木

康

弘

遠

藤

貴

之

後

藤

潤
一
郎

五
十
嵐

清

美

関

口

正

司

飯

田

耕

造

伊

藤 
 
 

大

議 案 第 ９ 号

専決処分の承認を求めることについて

・令和８年度神栖市一般会計補正予算

（第１号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 10 号 神栖市印鑑条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ － ○ ○○ ○ ○ ○ × × ○

議案第 11 号
財産の取得について

・神栖市立中学校体育館空調設備一式
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 12 号

財産の取得について

・神栖市立小学校校舎ＬＥＤ照明器具

一式

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 13号

財産の取得について

・神栖市立中学校校舎ＬＥＤ照明器具

一式

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 14号
令和８年度神栖市一般会計補正予算

（第３号）
○ ○ × × × × ○ ○ × × × × ○ － ○ ×○ × ○ ○ × × ○

請 願 第 １ 号

mRNA ワクチン（レプリコンワクチンを

含む）接種事業中止の意見書提出を求

める請願書

○ × ○ ○ ○ × × × ○ × ○ ○ × － × ×× ○ × × ○ ○ ×

請 願 第 ２ 号 コウノトリを市の鳥に制定する請願書 × × ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × － × ○× ○ × × ○ ○ ×

請 願 第 ３ 号

投票所におけるマイナンバーカードを

活用した本人確認及び受付業務の効率

化に関する請願書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○○ ○ ○ ○ × × ○

【【○○：：賛賛成成  ××：：反反対対  欠欠：：欠欠席席  退退：：退退席席  －－：：議議長長】】
※ 議長の表決権：過半数議決の場合、議長には表決権がありません。ただし、賛成反対が同数の場合、可決か

否決か決定することになります。

請願
せいがん

・陳情
ちんじょう

ってなに？ 国や地方公共団体に意見・要望することができます！

請願・陳情は、市民などがその要望することを官公署などに申し出る行為であり、市議会に対

しても、法人や外国籍の方も含め、誰でも請願・陳情を提出することができます。

請願･･･国民に認められた憲法上の権利のひとつで、国や県や市に対して、それぞれ意見や要望が

できる制度です。担当の委員会に付託し審査を行い、本会議で採択か不採択かを最終的に決

めます（議決）。なお、提出にあたっては、議員の紹介が必要です。

陳情･･･公の機関に対して特定の事項について適切な措置をとってもらうため、その実情を訴える

ことです。陳情は法的根拠をもたないので、議員の紹介は必要ありません。                        

詳しくは市議会 HPをご確認ください。     
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<<議議員員にによよるる賛賛否否一一覧覧>>   

件名 

山 

中 
 
 

要 

鈴 

木 

一 

史 

鈴 

木 

洋 

美 

笹 

本 

浩 

史 

横 

田 

幸 

治 

遠 

藤 

富
美
子 

幸 

保 

正 

東 

山 

本 
 
 

実 

神 

﨑 

誠 

司 

小
野
田 

ト
シ
子 

須 

田 

光 

一 

石 

井 

由 

春 

境 

川 

幸 

雄 

額 

賀 
 
 

優 

髙 

橋 

佑 

至 

西 

山 

正 

司 

鈴 

木 

康 

弘 

遠 

藤 

貴 

之 

後 

藤 

潤
一
郎 

五
十
嵐 

清 

美 

関 

口 

正 

司 

飯 

田 

耕 

造 

伊 

藤 
 
 

大 

議案第６号 
神栖市附属機関に関する条例の一部を

改正する条例 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

議案第７号 

神栖市特別職の職員の給与並びに旅費

及び費用弁償に関する条例の一部を改

正する条例 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

議案第８号 神栖市税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

議案第９号 
神栖市運動施設利用条例の一部を改正

する条例 
○ ○ × ○ × × ○ ○ × × × × ○ － ○ × ○ × ○ ○ × × ○ 

議案第10号 

神栖市乳児等通園支援事業の設備及び

運営に関する基準を定める条例の一部

を改正する条例 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

議案第11号 

神栖市家庭的保育事業等の設備及び運

営に関する基準を定める条例の一部を

改正する条例 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

議案第12号 

神栖市特定教育・保育施設及び特定地

域型保育事業の運営に関する基準を定

める条例の一部を改正する条例 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

議案第13号 神栖市印鑑条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

議案第14号 神栖市犯罪被害者等支援条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

議案第15号 
神栖市農産物直売所の設置及び管理に

関する条例を廃止する条例 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

議案第16号 
神栖市下水道事業の設置等に関する条

例の一部を改正する条例 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

議案第17号 
神栖市水道事業の設置等に関する条例

の一部を改正する条例 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

７

（例）

議議 員員 名名

主な質問事項

１日目：６月４日（木） ２日目：６月５日（金）

小小野野田田 トトシシ子子 議議員員 

かみすプレミアムクーポン券について

ゴミの減量化対策について

養育費不払い支援について

山山中中 要要 議議員員 

子どもたちが安心して過ごせる学童保

育の環境整備について

公園利用における安全対策と適正管理

について

遠遠藤藤 富富美美子子 議議員員 

放課後こども教室における学習支援の

充実について

障がい者の就労支援について

持続可能な生活排水処理と合併浄化槽

の維持管理について

関関口口 正正司司 議議員員

ごみ減量について

子どもの健康について

農業振興について

教育について

自転車通路の道路の改良について

西西山山 正正司司 議議員員

通学時の熱中症対策について

地域おこし協力隊について

子育て支援策追加について

下水管対策について

災害ごみ処理について

※一般質問通告書を基に作成しています。質問内容等は市議会 HP の録画配信をご覧ください。

一 般 質 問 

令和８年第２回定例会の一般質問は６月４日から５日にわたって行われ、５人の議員が

市政全般について、市長はじめ関係部長等に見解を問いました。なお、掲載にあたっては

一問一答形式で編集し、要旨を掲載してあります。詳細については、後日、会議録が神栖

市議会ホームページに掲載されます。

市市 政政 をを 問問 うう ！！

録録画画中中継継ははココチチララ 

議案第 10 号 神栖市印鑑条例の一部を改正する条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

鈴

木

一

史

○

○

○

○

○

○

×

×

○

笹

本

浩

史

○

○

○

○

○

×

○

○

○

遠

藤

富
美
子

○

○

○

○

○

×

×

○

○

山

本 
 
 

実

○

○

○

○

○

○

×

×

○

小
野
田

ト
シ
子

○

○

○

○

○

×

×

○

○

石

井

由

春

○

×

○

○

○

×

○

○

○

額

賀 
 
 

優

－

－

－

－

－

－

－

－

－

西

山

正

司

○

○

○

○

○

×

×

○

○

遠

藤

貴

之

○

○

○

○

○

×

○

○

○

五
十
嵐

清

美

○

○

○

○

○

○

×

×

○

飯

田

耕

造

○

×

○

○

○

×

○

○

×

議案第 12 号

財産の取得について

・神栖市立小学校校舎ＬＥＤ照明器具

一式

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 14号
令和８年度神栖市一般会計補正予算

（第３号）
○ × × ○ × × ○ ○ ○ ○ × ○

請 願 第 ２ 号 コウノトリを市の鳥に制定する請願書 × ○ ○ × ○ ○ × × × × ○ ×

6

<<議議員員にによよるる賛賛否否一一覧覧>>

件 名

山

中 
 
 

要

鈴

木

一

史

鈴

木

洋

美

笹

本

浩

史

横

田

幸

治

遠

藤

富
美
子

幸

保

正

東

山

本 
 
 

実

神

﨑

誠

司

小
野
田

ト
シ
子

須

田

光

一

石

井

由

春

境

川

幸

雄

額

賀 
 
 

優

髙

橋

佑

至

西

山

正

司

鈴

木

康

弘

遠

藤

貴

之

後

藤

潤
一
郎

五
十
嵐

清

美

関

口

正

司

飯

田

耕

造

伊

藤 
 
 

大

議 案 第 ９ 号

専決処分の承認を求めることについて

・令和８年度神栖市一般会計補正予算

（第１号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 10 号 神栖市印鑑条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ － ○ ○○ ○ ○ ○ × × ○

議案第 11 号
財産の取得について

・神栖市立中学校体育館空調設備一式
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 12 号

財産の取得について

・神栖市立小学校校舎ＬＥＤ照明器具

一式

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 13号

財産の取得について

・神栖市立中学校校舎ＬＥＤ照明器具

一式

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 14号
令和８年度神栖市一般会計補正予算

（第３号）
○ ○ × × × × ○ ○ × × × × ○ － ○ ×○ × ○ ○ × × ○

請 願 第 １ 号

mRNA ワクチン（レプリコンワクチンを

含む）接種事業中止の意見書提出を求

める請願書

○ × ○ ○ ○ × × × ○ × ○ ○ × － × ×× ○ × × ○ ○ ×

請 願 第 ２ 号 コウノトリを市の鳥に制定する請願書 × × ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × － × ○× ○ × × ○ ○ ×

請 願 第 ３ 号

投票所におけるマイナンバーカードを

活用した本人確認及び受付業務の効率

化に関する請願書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○○ ○ ○ ○ × × ○

【【○○：：賛賛成成  ××：：反反対対  欠欠：：欠欠席席  退退：：退退席席  －－：：議議長長】】
※ 議長の表決権：過半数議決の場合、議長には表決権がありません。ただし、賛成反対が同数の場合、可決か

否決か決定することになります。

請請願願
せいがん

・・陳陳情情
ちんじょう

っっててななにに？？ 国国やや地地方方公公共共団団体体にに意意見見・・要要望望すするるここととががででききまますす！！

請願・陳情は、市民などがその要望することを官公署などに申し出る行為であり、市議会に対

しても、法人や外国籍の方も含め、誰でも請願・陳情を提出することができます。

請請願願･･･国民に認められた憲法上の権利のひとつで、国や県や市に対して、それぞれ意見や要望が

できる制度です。担当の委員会に付託し審査を行い、本会議で採択か不採択かを最終的に決

めます（議決）。なお、提出にあたっては、議員の紹介が必要です。

陳陳情情･･･公の機関に対して特定の事項について適切な措置をとってもらうため、その実情を訴える

ことです。陳情は法的根拠をもたないので、議員の紹介は必要ありません。                        

詳しくは市議会 HPをご確認ください。     

請願
せいがん

・陳情
ちんじょう

ってなに？ 国や地方公共団体に意見・要望することができます！

請願・陳情は、市民などがその要望することを官公署などに申し出る行為であり、市議会に対

しても、法人や外国籍の方も含め、誰でも請願・陳情を提出することができます。

請願･･･国民に認められた憲法上の権利のひとつで、国や県や市に対して、それぞれ意見や要望が

できる制度です。担当の委員会に付託し審査を行い、本会議で採択か不採択かを最終的に決

めます（議決）。なお、提出にあたっては、議員の紹介が必要です。

陳情･･･公の機関に対して特定の事項について適切な措置をとってもらうため、その実情を訴える

ことです。陳情は法的根拠をもたないので、議員の紹介は必要ありません。                        

詳しくは市議会 HPをご確認ください。ことです。陳情は法的根拠をもたないので、議員の紹介は必要ありません。
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７

（例）

議議 員員 名名

主な質問事項

１日目：６月４日（木） ２日目：６月５日（金）

小小野野田田 トトシシ子子 議議員員 

かみすプレミアムクーポン券について

ゴミの減量化対策について

養育費不払い支援について

山山中中 要要 議議員員 

子どもたちが安心して過ごせる学童保

育の環境整備について

公園利用における安全対策と適正管理

について

遠遠藤藤 富富美美子子 議議員員 

放課後こども教室における学習支援の

充実について

障がい者の就労支援について

持続可能な生活排水処理と合併浄化槽

の維持管理について

関関口口 正正司司 議議員員

ごみ減量について

子どもの健康について

農業振興について

教育について

自転車通路の道路の改良について

西西山山 正正司司 議議員員

通学時の熱中症対策について

地域おこし協力隊について

子育て支援策追加について

下水管対策について

災害ごみ処理について

※一般質問通告書を基に作成しています。質問内容等は市議会 HP の録画配信をご覧ください。

一 般 質 問 

令和８年第２回定例会の一般質問は６月４日から５日にわたって行われ、５人の議員が

市政全般について、市長はじめ関係部長等に見解を問いました。なお、掲載にあたっては

一問一答形式で編集し、要旨を掲載してあります。詳細については、後日、会議録が神栖

市議会ホームページに掲載されます。

市市 政政 をを 問問 うう ！！

録録画画中中継継ははココチチララ 録画中継はコチラ
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問問
　　
購購
入入
希希
望望
者者
のの
申申
込込
みみ
状状
況況
にに
つつ
いい

てて
伺伺
いい
たた
いい
。。  

（（
西西
廣廣
産産
業業
経経
済済
部部
長長
））
紙
ク
ー
ポ
ン
券

は
、
一
万
八
千
五
百
七
十
二
件
、
デ
ジ
タ

ル
ク
ー
ポ
ン
券
は
、
三
千
六
百
七
十
二

件
、
合
計
で
二
万
二
千
二
百
四
十
四
件
の

申
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

問問
　　
市市
民民
かか
らら
、、
どど
のの
よよ
うう
なな
意意
見見
やや
要要

望望
がが
出出
てて
いい
るる
かか
。。 

（（
實實
川川
企企
画画
部部
長長
））
ク
ー
ポ
ン
券
事
業
の

申
込
み
方
法
な
ど
の
運
用
に
関
す
る
も
の

の
ほ
か
、
全
市
民
に
現
金
給
付
を
行
っ
て

ほ
し
い
と
の
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
そ
の
際
に
は
、
当
市
は
普
通
交
付
税

の
不
交
付
団
体
で
あ
る
た
め
、
近
隣
自
治

体
と
比
較
し
て
国
か
ら
の
交
付
金
が
少
な

く
、
全
市
民
へ
の
現
金
給
付
を
断
念
し
た

経
緯
を
説
明
し
て
い
ま
す
。  

      

問問
　　
市市
民民
がが
始始
めめ
やや
すす
いい
ごご
みみ
減減
量量
のの
環環

境境
づづ
くく
りり
をを
推推
進進
しし
てて
いい
くく
考考
ええ
はは
ああ
るる

かか
。。 

（（
梅梅
原原
生生
活活
環環
境境
部部
長長
））
他
自
治
体
の
ご

み
削
減
へ
の
取
組
事
例
を
参
考
の
う
え
、

市
民
の
皆
様
が
気
軽
に
ご
み
削
減
に
取
り

組
め
る
よ
う
、
市
の
広
報
紙
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
の
周
知
方
法
に
つ
い
て
今
後

検
討
し
て
い
き
ま
す
。 

      

問問
　　
養養
育育
費費
のの
不不
払払
いい
時時
にに
おお
けけ
るる
民民
事事

執執
行行
手手
続続
申申
立立
てて
費費
用用
へへ
のの
助助
成成
にに
つつ
いい

てて
伺伺
いい
たた
いい
。。  

（（
猿猿
田田
福福
祉祉
事事
務務
所所
長長
））
市
で
は
現
在
、

民
事
執
行
手
続
申
立
て
費
用
へ
の
助
成
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
非
常
に
重
要
な
課

題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
の
で
、
令

和
九
年
度
か
ら
の
実
施
に
向
け
、
準
備
を

進
め
て
い
き
ま
す
。  

  

                                  

       

問問
　　
息息
栖栖
小小
児児
童童
クク
ララ
ブブ
にに
つつ
いい
てて
、、
夏夏

休休
みみ
期期
間間
中中
にに
限限
定定
しし
、、
空空
調調
環環
境境
のの

整整
っっ
たた
校校
舎舎
内内
のの
教教
室室
をを
活活
用用
でで
きき
なな
いい

かか
。。 

（（
高高
安安
福福
祉祉
部部
長長
））
令
和
八
年
度
中
に
校

舎
内
へ
の
移
転
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
年

の
夏
休
み
は
現
在
の
専
用
室
で
実
施
す
る

予
定
で
す
が
、
突
発
的
に
エ
ア
コ
ン
の
ト

ラ
ブ
ル
等
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
学
校

と
も
協
議
し
な
が
ら
校
舎
内
の
利
用
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。 

 

問問
　　
放放
課課
後後
児児
童童
クク
ララ
ブブ
がが
学学
校校
敷敷
地地
外外

にに
ああ
るる
場場
合合
にに
、、
校校
舎舎
内内
でで
実実
施施
でで
きき
るる

よよ
うう
環環
境境
整整
備備
をを
進進
めめ
るる
考考
ええ
はは
ああ
るる

かか
。。 

（（
高高
安安
福福
祉祉
部部
長長
））
低
学
年
児
童
の
学
校

外
施
設
へ
の
徒
歩
移
動
は
負
担
が
大
き
い

た
め
、
校
舎
内
で
実
施
で
き
る
よ
う
、
引

き
続
き
学
校
側
と
協
議
し
て
い
き
ま
す
。 

       

問問
　　
一一
部部
のの
公公
園園
利利
用用
者者
がが
フフ
ェェ
ンン
スス
付付

きき
芝芝
生生
エエ
リリ
アア
でで
犬犬
をを
リリ
ーー
ドド
にに
繋繋
がが
なな

いい
状状
態態
でで
利利
用用
しし
てて
いい
るる
実実
態態
をを
把把
握握
しし

てて
いい
るる
かか
。。 

（（
野野
口口
都都
市市
整整
備備
部部
長長
））
公
園
管
理
人
に

よ
る
定
期
的
な
巡
回
や
市
民
か
ら
の
情
報

提
供
に
よ
り
把
握
し
て
お
り
、
対
応
と
し

て
管
理
人
に
よ
る
指
導
や
注
意
看
板
の
設

置
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。  

  

問問
　　
注注
意意
喚喚
起起
のの
強強
化化
等等
、、
よよ
りり
具具
体体
的的

なな
安安
全全
対対
策策
をを
実実
施施
すす
るる
考考
ええ
はは
ああ
るる
かか
。。

 

（（
野野
口口
都都
市市
整整
備備
部部
長長
））
注
意
看
板
の
見

直
し
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
の
情
報
発
信
、
警
察

と
連
携
し
た
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
な

ど
、
公
園
利
用
者
が
よ
り
安
全
に
過
ご
せ

る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

小小野野田田　　トトシシ子子  議議員員

山山中中　　要要  議議員員

かか
みみ
すす
ププ
レレ
ミミ
アア
ムム
クク
ーー
ポポ
ンン
券券

にに
つつ
いい
てて

ゴゴ
ミミ
のの
減減
量量
化化
対対
策策
にに
つつ
いい
てて

子子
どど
もも
たた
ちち
がが
安安
心心
しし
てて
過過
ごご
せせ
るる

学学
童童
保保
育育
のの
環環
境境
整整
備備
にに
つつ
いい
てて

公公
園園
利利
用用
にに
おお
けけ
るる
安安
全全
対対
策策
とと  

適適
正正
管管
理理
にに
つつ
いい
てて

録録
画画
配配
信信

録録
画画
配配
信信

養養
育育
費費
不不
払払
いい
支支
援援
にに
つつ
いい
てて

8

問 か
み
す
プ
レ
ミ
ア
ム
ク
ー
ポ
ン
券

に
つ
い
て

問問

問問
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る

学
童
保
育
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

問

問

ゴ
ミ
の
減
量
化
対
策
に
つ
い
て

養
育
費
不
払
い
支
援
に
つ
い
て

公
園
利
用
に
お
け
る
安
全
対
策
と

適
正
管
理
に
つ
い
て

問
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問問
　　
学学
習習
支支
援援
体体
制制
やや
内内
容容
にに
つつ
いい
てて
伺伺

いい
たた
いい
。。  

（（
保保
立立
教教
育育
委委
員員
会会
次次
長長
））
定
員
三
十
名

あ
た
り
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
心
的
な
役

割
を
担
う
教
室
指
導
員
を
一
名
、
補
助
を

行
う
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
を
一
名
配
置
し
、

特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
が
い
る

場
合
に
は
、
協
議
の
う
え
、
支
援
員
を
配

置
す
る
な
ど
の
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
教
員
の
資
格
や
児
童
に
関
わ
る
仕

事
経
験
の
あ
る
方
が
指
導
に
あ
た
り
、
児

童
が
用
意
す
る
宿
題
や
予
習
・
復
習
、
補

充
学
習
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

  

問問
　　
放放
課課
後後
ここ
どど
もも
教教
室室
とと
放放
課課
後後
児児
童童

クク
ララ
ブブ
にに
つつ
いい
てて
、、
今今
後後
、、
どど
のの
よよ
うう
にに

連連
携携
をを
進進
めめ
てて
いい
くく
のの
かか
。。 

（（
保保
立立
教教
育育
委委
員員
会会
次次
長長
））
こ
れ
ま
で

は
、
放
課
後
こ
ど
も
教
室
と
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
活
動
場
所
が
す
み
分
け
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
今
後
は
共
通
の
活
動
場
所

や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
増
や
す
な
ど
、
全
て
の

児
童
が
安
全
・
安
心
に
過
ご
せ
る
居
場
所

を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
多
様
な
学
習
や

体
験
活
動
の
機
会
を
提
供
す
る
一
体
型
の

放
課
後
環
境
の
整
備
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。 

   

問問
　　
就就
職職
後後
のの
定定
着着
支支
援援
にに
つつ
いい
てて
、、
どど

のの
よよ
うう
なな
支支
援援
をを
行行
っっ
てて
いい
るる
かか
。。 

（（
高高
安安
福福
祉祉
部部
長長
））
市
で
は
、
就
労
に
関

す
る
相
談
を
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で

受
け
、
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
等
へ
つ
な
ぐ
体
制
と
、
企
業
へ
の
障

害
者
雇
用
促
進
奨
励
金
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
体
制
を
活
用
し
、
相
談

支
援
事
業
所
と
連
携
し
て
き
め
細
や
か
な

支
援
を
行
い
、
障
が
い
者
の
安
定
し
た
就

労
継
続
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。  

  

                      

問問
　　
心心
のの
傷傷
にに
対対
応応
すす
るる
専専
門門
家家
はは
学学
校校

にに
常常
駐駐
しし
てて
いい
るる
かか
。。 

（（
木木
之之
内内
教教
育育
長長
））
市
内
小
・
中
学
校
に

は
、
県
派
遣
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

を
七
名
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
を
一
名
、
さ
ら
に
、
市
の
職
員
と
し

て
の
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
三

名
を
配
置
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。  

   

問問
　　
農農
業業
支支
援援
のの
うう
ちち
、、
米米
農農
家家
へへ
はは
どど

のの
よよ
うう
なな
支支
援援
をを
行行
っっ
てて
いい
るる
かか
。。 

（（
西西
廣廣
産産
業業
経経
済済
部部
長長
））
水
田
農
業
に
お

け
る
経
営
安
定
の
た
め
の
価
格
安
定
対
策

や
収
入
減
少
影
響
緩
和
交
付
金
の
ほ
か
、

需
要
に
応
じ
た
転
換
作
物
へ
の
交
付
金
制

度
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ハ
ウ
ス
被
覆
資

材
購
入
費
に
対
す
る
補
助
は
米
の
育
苗
ハ

ウ
ス
も
対
象
と
し
て
い
ま
す
。  

     

問問
　　
平平
和和
教教
育育
、、
特特
にに
戦戦
争争
のの
歴歴
史史
、、
憲憲

法法
のの
歴歴
史史
をを
正正
しし
くく
伝伝
ええ
てて
きき
たた
かか
。。 

（（
木木
之之
内内
教教
育育
長長
））
平
和
教
育
に
つ
い
て

は
、
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
い
て
各
教
科
、

道
徳
科
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
な
ど
、

教
育
活
動
全
体
を
通
し
て
実
施
し
、
児
童

生
徒
の
発
達
段
階
に
応
じ
て
客
観
的
か
つ

公
正
な
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。  

    

問問
　　
自自
転転
車車
用用
ヘヘ
ルル
メメ
ッッ
トト
購購
入入
支支
援援
のの

状状
況況
をを
伺伺
いい
たた
いい
。。 

（（
梅梅
原原
生生
活活
環環
境境
部部
長長
））
高
校
生
相
当
者

や
高
齢
者
を
対
象
に
、
二
千
円
を
上
限
と

し
て
、
自
転
車
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
購

入
費
用
の
二
分
の
一
を
補
助
し
て
い
ま

す
。
令
和
七
年
度
は
、
高
校
生
相
当
者
十

九
名
、
高
齢
者
二
十
七
名
の
合
計
四
十
六

名
の
方
に
補
助
し
て
い
ま
す
。

遠遠藤藤　　富富美美子子  議議員員

関関口口　　正正司司  議議員員

放放
課課
後後
ここ
どど
もも
教教
室室
にに
おお
けけ
るる 

学学
習習
支支
援援
のの
充充
実実
にに
つつ
いい
てて

障障
がが
いい
者者
のの
就就
労労
支支
援援
にに
つつ
いい
てて

教教
育育
にに
つつ
いい
てて

録録
画画
配配
信信

録録
画画
配配
信信

子子
どど
もも
のの
健健
康康
にに
つつ
いい
てて

自自
転転
車車
通通
路路
のの
道道
路路
のの
改改
良良
にに
つつ
いい
てて

農農
業業
振振
興興
にに
つつ
いい
てて

9

問 放
課
後
こ
ど
も
教
室
に
お
け
る

学
習
支
援
の
充
実
に
つ
い
て

問問

問
子
ど
も
の
健
康
に
つ
い
て

問
教
育
に
つ
い
て

問

障
が
い
者
の
就
労
支
援
に
つ
い
て

農
業
振
興
に
つ
い
て

問

自
転
車
通
路
の
道
路
の
改
良

に
つ
い
て
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問問
　　
ウウ
ォォ
ーー
タタ
ーー
ササ
ーー
ババ
ーー
設設
置置
のの
検検
討討

結結
果果
にに
つつ
いい
てて
伺伺
いい
たた
いい
。。
まま
たた
、、
登登
下下

校校
時時
のの
暑暑
熱熱
対対
策策
とと
しし
てて
、、
商商
店店
やや
ココ
ンン

ビビ
ニニ
なな
どど
でで
休休
憩憩
でで
きき
るる
よよ
うう
交交
渉渉
すす
るる

ここ
とと
はは
可可
能能
かか
。。  

（（
新新
井井
教教
育育
部部
長長
））
冷
水
を
供
給
で
き
る

ウ
ォ
ー
タ
ー
ク
ー
ラ
ー
の
設
置
を
最
優
先

課
題
と
し
て
具
体
的
に
推
進
し
ま
す
。
ま

た
、
地
域
の
店
舗
や
事
業
者
と
ク
ー
ル
ス

ポ
ッ
ト
の
設
置
に
つ
い
て
早
急
に
協
議
を

開
始
す
る
と
と
も
に
、
児
童
生
徒
が
安

心
・
安
全
に
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
通

学
時
の
熱
中
症
対
策
の
さ
ら
な
る
強
化
に

努
め
ま
す
。  

      

問問
　　
地地
域域
資資
源源
をを
活活
用用
しし
たた
魅魅
力力
開開
発発
とと

観観
光光
振振
興興
のの
取取
組組
にに
つつ
いい
てて
伺伺
いい
たた
いい
。。  

（（
西西
廣廣
産産
業業
経経
済済
部部
長長
））
地
域
資
源
を
生

か
し
な
が
ら
、
ロ
ケ
誘
致
や
大
会
、
合
宿

誘
致
等
の
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
東
国

水
郷
地
域
と
の
広
域
連
携
に
よ
る
周
遊
観

光
の
促
進
な
ど
、
市
の
魅
力
発
信
及
び
交

流
人
口
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
も
、
効
果
的
な
情
報
発
信
や
地
域
資

源
の
磨
き
上
げ
を
通
じ
て
、
新
た
な
観
光

ス
ポ
ッ
ト
や
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
創
出
に

つ
な
げ
る
こ
と
で
、
市
の
魅
力
向
上
と
観

光
振
興
に
努
め
ま
す
。 

      

問問
　　
災災
害害
時時
にに
発発
生生
しし
たた
ごご
みみ
のの
仮仮
置置
場場

をを
どど
のの
よよ
うう
にに
考考
ええ
てて
いい
るる
かか
。。  

（（
梅梅
原原
生生
活活
環環
境境
部部
長長
））
令
和
七
年
度
に

購
入
し
た
旧
鹿
島
共
同
再
資
源
化
セ
ン

タ
ー
跡
地
の
一
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
市
有

地
で
は
、
神
栖
市
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画

に
お
け
る
必
要
な
面
積
に
満
た
な
い
こ
と

か
ら
、
南
浜
に
あ
る
八
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
市
有
地
の
利
用
を
想
定
し
て
い
ま
す
が
、

現
在
は
一
部
使
用
で
き
な
い
状
態
で
あ
る

た
め
、
今
後
、
整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

整
備
ま
で
の
間
、
旧
鹿
島
共
同
再
資
源
化

セ
ン
タ
ー
跡
地
の
利
用
も
想
定
し
て
い
ま

す
が
、
災
害
廃
棄
物
仮
置
場
に
必
要
な
面

積
を
市
内
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
確
保
す
る
た

め
、
候
補
地
の
選
定
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

西西山山　　正正司司  議議員員

通通
学学
時時
のの
熱熱
中中
症症
対対
策策
にに
つつ
いい
てて

録録
画画
配配
信信

  

  
  

議議会会のの中中でで、、よよくく聞聞くくワワーードドでで、、「「質質疑疑」」とと「「一一般般質質問問」」ががあありりまますす。。どどちちららもも何何かかをを「「質質すす」」
ただ

とといいうう漢漢字字がが使使わわれれてていいまますすがが、、何何のの違違いいががああるるののかか、、解解説説ししまますす。。 

 
 

 
議員が定例会において、執行機関（市長や教育長など）に対し、市市政政全全般般のの事事務務処処理理、、

将将来来のの方方針針、、施施策策のの推推進進状状況況ななどどをを直直接接問問いい質質すす活活動動でですす。。 
ただ

発言には原則として事前に通告が必要です。

 
 

 
提提出出さされれたた議議案案ななどどにに対対ししてて、、疑疑問問点点ななどどをを議議員員かからら質質問問すするるここととでですす。 

当市では「議案質疑」を本会議で行っており、議会HPの議会中継から 

その様子を確認することができます。 

地地
域域
おお
ここ
しし
協協
力力
隊隊
にに
つつ
いい
てて

災災
害害
ごご
みみ
処処
理理
にに
つつ
いい
てて

一般質問

質 疑

用語解説：「一般質問」と「質疑」はどう違うの？

議案質疑の録画中継はコチラ
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問問
　　
ウウ
ォォ
ーー
タタ
ーー
ササ
ーー
ババ
ーー
設設
置置
のの
検検
討討

結結
果果
にに
つつ
いい
てて
伺伺
いい
たた
いい
。。
まま
たた
、、
登登
下下

校校
時時
のの
暑暑
熱熱
対対
策策
とと
しし
てて
、、
商商
店店
やや
ココ
ンン

ビビ
ニニ
なな
どど
でで
休休
憩憩
でで
きき
るる
よよ
うう
交交
渉渉
すす
るる

ここ
とと
はは
可可
能能
かか
。。  

（（
新新
井井
教教
育育
部部
長長
））
冷
水
を
供
給
で
き
る

ウ
ォ
ー
タ
ー
ク
ー
ラ
ー
の
設
置
を
最
優
先

課
題
と
し
て
具
体
的
に
推
進
し
ま
す
。
ま

た
、
地
域
の
店
舗
や
事
業
者
と
ク
ー
ル
ス

ポ
ッ
ト
の
設
置
に
つ
い
て
早
急
に
協
議
を

開
始
す
る
と
と
も
に
、
児
童
生
徒
が
安

心
・
安
全
に
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
通

学
時
の
熱
中
症
対
策
の
さ
ら
な
る
強
化
に

努
め
ま
す
。  

      

問問
　　
地地
域域
資資
源源
をを
活活
用用
しし
たた
魅魅
力力
開開
発発
とと

観観
光光
振振
興興
のの
取取
組組
にに
つつ
いい
てて
伺伺
いい
たた
いい
。。  

（（
西西
廣廣
産産
業業
経経
済済
部部
長長
））
地
域
資
源
を
生

か
し
な
が
ら
、
ロ
ケ
誘
致
や
大
会
、
合
宿

誘
致
等
の
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
東
国

水
郷
地
域
と
の
広
域
連
携
に
よ
る
周
遊
観

光
の
促
進
な
ど
、
市
の
魅
力
発
信
及
び
交

流
人
口
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
も
、
効
果
的
な
情
報
発
信
や
地
域
資

源
の
磨
き
上
げ
を
通
じ
て
、
新
た
な
観
光

ス
ポ
ッ
ト
や
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
創
出
に

つ
な
げ
る
こ
と
で
、
市
の
魅
力
向
上
と
観

光
振
興
に
努
め
ま
す
。 

      

問問
　　
災災
害害
時時
にに
発発
生生
しし
たた
ごご
みみ
のの
仮仮
置置
場場

をを
どど
のの
よよ
うう
にに
考考
ええ
てて
いい
るる
かか
。。  

（（
梅梅
原原
生生
活活
環環
境境
部部
長長
））
令
和
七
年
度
に

購
入
し
た
旧
鹿
島
共
同
再
資
源
化
セ
ン

タ
ー
跡
地
の
一
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
市
有

地
で
は
、
神
栖
市
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画

に
お
け
る
必
要
な
面
積
に
満
た
な
い
こ
と

か
ら
、
南
浜
に
あ
る
八
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
市
有
地
の
利
用
を
想
定
し
て
い
ま
す
が
、

現
在
は
一
部
使
用
で
き
な
い
状
態
で
あ
る

た
め
、
今
後
、
整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

整
備
ま
で
の
間
、
旧
鹿
島
共
同
再
資
源
化

セ
ン
タ
ー
跡
地
の
利
用
も
想
定
し
て
い
ま

す
が
、
災
害
廃
棄
物
仮
置
場
に
必
要
な
面

積
を
市
内
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
確
保
す
る
た

め
、
候
補
地
の
選
定
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

西西山山　　正正司司  議議員員

通通
学学
時時
のの
熱熱
中中
症症
対対
策策
にに
つつ
いい
てて

録録
画画
配配
信信

  

  
  

議議会会のの中中でで、、よよくく聞聞くくワワーードドでで、、「「質質疑疑」」とと「「一一般般質質問問」」ががあありりまますす。。どどちちららもも何何かかをを「「質質すす」」
ただ

とといいうう漢漢字字がが使使わわれれてていいまますすがが、、何何のの違違いいががああるるののかか、、解解説説ししまますす。。 

 
 

 
議員が定例会において、執行機関（市長や教育長など）に対し、市市政政全全般般のの事事務務処処理理、、

将将来来のの方方針針、、施施策策のの推推進進状状況況ななどどをを直直接接問問いい質質すす活活動動でですす。。 
ただ

発言には原則として事前に通告が必要です。

 
 

 
提提出出さされれたた議議案案ななどどにに対対ししてて、、疑疑問問点点ななどどをを議議員員かからら質質問問すするるここととでですす。 

当市では「議案質疑」を本会議で行っており、議会HPの議会中継から 

その様子を確認することができます。 

地地
域域
おお
ここ
しし
協協
力力
隊隊
にに
つつ
いい
てて

災災
害害
ごご
みみ
処処
理理
にに
つつ
いい
てて

一般質問

質 疑

用語解説：「一般質問」と「質疑」はどう違うの？

議案質疑の録画中継はコチラ

10

問 通
学
時
の
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

問

問 地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て

災
害
ご
み
処
理
に
つ
い
て

用語解説：「一般質問」と「質疑」はどう違うの？
　議会の中で、よく聞くワードで、「質疑」と「一般質問」があります。どちらも何かを「質す」
という漢字が使われていますが、何の違いがあるのか、解説します。

議員が定例会において、執行機関（市長や教育長など）に対し、市政全般の事務処理、
将来の方針、施策の推進状況などを直接問い質す活動です。
発言には原則として事前に通告が必要です。

提出された議案などに対して、疑問点などを議員から質問することです。
当市では「議案質疑」を本会議で行っており、議会HPの議会中継から
その様子を確認することができます。

一般質問

質  疑

議案質疑の録画中継はコチラ

ただ

ただ
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〔〔
議議
案案
第第
一一
号号
〕〕

問問

ハハ
ララ
スス
メメ
ンン
トト
審審
査査
会会
のの

位位
置置
づづ
けけ
やや
、、
流流
れれ
をを
教教
ええ
てて

ほほ
しし
いい
。。

答答

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
相
談
や

苦
情
の
処
理
に
対
し
て
、
適
切

か
つ
効
果
的
な
対
応
及
び
公
正

な
処
理
を
講
じ
る
た
め
に
設
置

す
る
機
関
と
な
り
ま
す
。
審
査

会
の
中
で
は
、
当
事
者
及
び
関

係
者
に
対
す
る
事
情
聴
取
等
に

よ
り
事
実
関
係
を
調
査
し
、
当

事
者
に
対
し
て
指
導
や
助
言
等

を
行
い
、
問
題
の
解
決
を
図
る

た
め
の
対
応
措
置
を
審
議
し
て

い
ま
す
。

問問

職職
員員
課課
にに
はは
セセ
クク
ハハ
ララ
等等

をを
相相
談談
でで
きき
るる
よよ
うう
なな
女女
性性
職職

員員
はは
いい
るる
かか
。。

答答

職
員
課
に
は
課
長
や
課
長

補
佐
、
女
性
職
員
が
お
り
、
相

談
し
や
す
い
職
員
に
相
談
し
て

も
ら
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

問問

神神
栖栖
市市
職職
員員
のの
ハハ
ララ
スス
メメ

ンン
トト
のの
防防
止止
等等
にに
関関
すす
るる
規規
程程

とと
議議
案案
第第
一一
号号
とと
のの
違違
いい
はは
何何

かか
。。

答答

内
容
的
に
は
同
様
と
な
り

ま
す
が
、
現
在
の
規
程
を
、
今

回
、
規
則
に
改
正
し
、
審
査
会

を
実
施
し
て
い
く
も
の
と
な
り

ま
す
。

〔〔
議議
案案
第第
二二
号号
〕〕

問問

本本
改改
正正
にに
よよ
るる
介介
護護
保保
険険

料料
のの
減減
免免
対対
象象
者者
はは
市市
内内
にに
何何

人人
かか
。。

答答

令
和
八
年
六
月
四
日
時
点

で
百
四
人
で
す
。

〔〔
議議
案案
第第
十十
一一
号号
〕〕

問問

室室
外外
機機
のの
盗盗
難難
防防
止止
対対
策策

にに
つつ
いい
てて
伺伺
いい
たた
いい
。。

答答

十
年
間
は
リ
ー
ス
業
者
が

責
任
を
持
っ
て
管
理
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
盗
難
さ

れ
な
い
よ
う
、
指
導
し
て
い
き

ま
す
。

問問

契契
約約
にに
はは
エエ
アア
ココ
ンン
のの
燃燃

料料
でで
ああ
るる
ガガ
スス
のの
供供
給給
はは
含含
まま

れれ
てて
いい
るる
かか
。。

答答

別
途
契
約
す
る
予
定
で

す
。

〔〔
議議
案案
第第
十十
二二
号号
〕〕

問問

既既
存存
のの
蛍蛍
光光
灯灯
はは
どど
のの
よよ

うう
にに
処処
分分
すす
るる
のの
かか
。。

答答

契
約
に
基
づ
き
、
リ
ー
ス

業
者
が
処
分
し
ま
す
。

〔〔
議議
案案
第第
五五
号号
〕〕

問問
　
今今
後後
ここ
のの
よよ
うう
なな
寄寄
附附
がが

ああ
っっ
たた
場場
合合
、、
維維
持持
管管
理理
ココ
スス

トト
がが
かか
かか
るる
ここ
とと
をを
踏踏
まま
ええ
、、

どど
のの
よよ
うう
にに
しし
てて
いい
くく
のの
かか
。。

答答
　
開
発
行
為
に
関
す
る
市
の

寄
附
基
準
に
適
合
す
る
も
の
以

外
は
受
け
て
お
ら
ず
、
今
後
も

基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
れ

ば
、
認
定
し
て
市
で
管
理
を
し

て
い
き
ま
す
。

〔〔
議議
案案
第第
六六
号号
〕〕

問問
　
先先
行行
車車
両両
のの
大大
型型
トト
レレ
ーー

ララ
ーー
にに
はは
何何
もも
責責
任任
がが
なな
いい
のの

かか
。。

答答

双
方
の
弁
護
士
と
確
認
を

し
た
と
こ
ろ
、
過
失
は
無
い
と

の
こ
と
で
す
。

〔〔
議議
案案
第第
十十
号号
〕〕

問問
　
ママ
イイ
ナナ
ンン
ババ
ーー
カカ
ーー
ドド
へへ

のの
紐紐
付付
きき
がが
様様
々々
なな
もも
のの
にに

なな
っっ
てて
きき
てて
いい
るる
がが
、、
実実
際際
にに

使使
ええ
るる
よよ
うう
にに
紐紐
付付
きき
ささ
れれ
てて

いい
るる
もも
のの
はは
どど
のの
くく
らら
いい
ああ
るる

のの
かか
。。

答答

健
康
保
険
証
や
運
転
免
許

証
、
プ
ッ
シ
ュ
型
で
給
付
す
る

際
に
口
座
を
紐
付
け
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

本
会
議
に
お
い
て
十
三
件
の
議
案
等
が
所
管
の
常
任

委
員
会
に
審
査
付
託
と
な
り
ま
し
た
。
慎
重
審
査
の
結

果
、
最
終
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
十
件
の
議
案
は
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
、
議
案
第
十
四
号
は
否

決
す
べ
き
も
の
、
請
願
第
一
号
及
び
請
願
第
二
号
は
採

択
す
べ
き
も
の
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
で
の
主
な
質
疑
内
容

◆◆
総総
務務
産産
業業
委委
員員
会会 

（（
髙髙
橋橋
　
佑佑
至至 

委委
員員
長長
））

◆◆
都都
市市
環環
境境
委委
員員
会会

（（
神神
﨑﨑
　
誠誠
司司 

委委
員員
長長
））
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◆◆
教教
育育
福福
祉祉
委委
員員
会会

（（
山山
本本
　
実実 

委委
員員
長長
））

問答

問
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
内
容

委
員
会
で
の
主
な
質
疑
内
容

　
本
会
議
に
お
い
て
十
三
件
の
議
案
等
が
所
管
の
常
任
委
員

会
に
審
査
付
託
と
な
り
ま
し
た
。
慎
重
審
査
の
結
果
、
最
終

日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
十
件
の
議
案
は
原
案
の
と
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
、
議
案
第
十
四
号
は
否
決
す
べ
き
も
の
、
請

願
第
一
号
及
び
請
願
第
二
号
は
採
択
す
べ
き
も
の
と
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

問答問答

問答問

問答

答

問答

問答

問答

答

かみす市議会だより 第91号11



        

◆◆
総総
務務
産産
業業
分分
科科
会会  

  

〔〔
議議
案案
第第
十十
四四
号号
〕〕  

  

問問
　　
対対
応応
食食
数数
がが
二二
千千
二二
百百
食食

にに
変変
わわ
っっ
たた
経経
緯緯
をを
伺伺
いい
たた
いい
。。  

答答
　　
改
修
案
と
建
替
え
案
の
双

方
で
可
能
性
調
査
を
行
っ
た
結

果
、
改
修
案
で
は
二
千
二
百
食

が
対
応
可
能
で
あ
る
と
い
う
調

査
結
果
が
得
ら
れ
た
も
の
で
す
。 

  問問
　　
建建
替替
ええ
のの
場場
合合
、、
今今
後後
、、

物物
価価
がが
上上
がが
っっ
てて
しし
まま
うう
リリ
スス

クク
をを
どど
のの
よよ
うう
にに
考考
ええ
てて
いい
るる

のの
かか
。。  

答答
　　
イ
ラ
ン
戦
争
が
始
ま
る
前

の
計
画
の
た
め
、
建
替
え
に
し

た
場
合
、
四
十
四
・
五
億
円
で

は
収
ま
ら
な
い
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。
改
修
案
の
十
二
億
円

に
関
し
て
は
、
直
近
の
額
と
な

り
ま
す
が
、
早
め
に
準
備
に
か

か
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。  

  

問問
　　
改改
修修
設設
計計
をを
実実
施施
しし
たた
後後

にに
、、
改改
めめ
てて
整整
備備
方方
針針
がが
変変
更更

にに
なな
るる
可可
能能
性性
はは
なな
いい
かか
。。  

答答
　
補
正
予
算
を
速
や
か
に
執

行
し
、
直
ち
に
改
修
工
事
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。  

    

問問
　　
学学
校校
給給
食食
にに
限限
らら
ずず
、、
事事

業業
見見
直直
しし
にに
よよ
りり
削削
減減
しし
たた
予予

算算
をを
どど
のの
よよ
うう
にに
使使
っっ
てて
いい
くく

のの
かか
。。  

答答
　
今
後
も
、
予
算
を
捻
出

し
、
子
ど
も
た
ち
の
育
成
に
努

め
て
い
き
ま
す
。 

  

◆◆
教教
育育
福福
祉祉
分分
科科
会会  

  

〔〔
議議
案案
第第
四四
号号
〕〕 

 

問問
　
シシ
スス
テテ
ムム
改改
修修
はは
今今
後後
もも

予予
定定
しし
てて
いい
るる
のの
かか
。。 

答答
　
令
和
九
年
度
に
つ
い
て
も

介
護
報
酬
改
定
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
改
め
て
シ
ス
テ
ム
改
修

が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

   

 
◆◆
予予
算算
決決
算算
常常
任任
委委
員員
会会

（（
小小
野野
田田
　　
トト
シシ
子子  

委委
員員
長長
））
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市議会はどんな流れで進むの？ 

 

議議会会でではは、、市市民民生生活活にに関関わわるる幅幅広広いい内内容容をを取取扱扱いい、、市市長長やや議議員員かからら提提案案さされれたた条条例例やや予予算算のの議議案案ななどど

をを審審議議・・決決定定ししまますす。。多多くくのの議議案案ななどどのの審審議議をを効効率率的的にに行行ううたためめ、、本本会会議議ととはは別別にに委委員員会会をを設設置置しし、、慎慎

重重にに審審査査ししてていいまますす。。

議案の提案者がその内容と提案理由を説明した後、議員からの質疑が行われ、市長や各部長などがそれ

に答えます。その後、議案や請願等をさらに詳しく調べるため、担当委員会に付託※します。　 

※ 付託 ‥‥ 本会議の議決に先立ち、詳細に検討するために、議案などを委員会に割り振り審査すること。

委員会では、市の担当者に節目を受けて審査・調査が進められ、委員会として議案に賛成か反対かを 

決定します。委員会には、以下の３種類があります。

市の仕事を分野毎に分けて審査・調査する委員会で、神栖市議会には｢総務産業委員会｣｢教育福祉委員会｣ 

｢都市環境委員会｣｢予算決算常任委員会｣の４つの常任委員会があります。

議会を円滑かつ効率的に運営するため、議会の運営方法を協議したり、議長から諮問された事項等について 

調査や審査を行います。

市の特定の問題について審査・調査するために設置される委員会です。

各委員会の委員長が、議案や請願の審査結果を報告します。この報告を参考に質疑や討論が行われた

後、採決を行い、多数決により議会の意思が決まります。 
※ 討論 ‥‥ 議案に対して、賛成か反対かを述べる機会。 
※ 採決 ‥‥ 議員が議案に対して賛成または反対の意思を表明すること。

議議会会運運営営委委員員会会

常常任任委委員員会会

特特別別委委員員会会

    

◆◆
総総
務務
産産
業業
分分
科科
会会 

 

〔〔
議議
案案
第第
十十
四四
号号
〕〕 

 

問問 

対対
応応
食食
数数
がが
二二
千千
二二
百百
食食

にに
変変
わわ
っっ
たた
経経
緯緯
をを
伺伺
いい
たた
いい
。。

答答 

改
修
案
と
建
替
え
案
の
双

方
で
可
能
性
調
査
を
行
っ
た
結

果
、
改
修
案
で
は
二
千
二
百
食

が
対
応
可
能
で
あ
る
と
い
う
調

査
結
果
が
得
ら
れ
た
も
の
で
す
。

問問 

建建
替替
ええ
のの
場場
合合
、、
今今
後後
、、

物物
価価
がが
上上
がが
っっ
てて
しし
まま
うう
リリ
スス

クク
をを
どど
のの
よよ
うう
にに
考考
ええ
てて
いい
るる

のの
かか
。。

答答 

イ
ラ
ン
戦
争
が
始
ま
る
前

の
計
画
の
た
め
、
建
替
え
に
し

た
場
合
、
四
十
四
・
五
億
円
で

は
収
ま
ら
な
い
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。
改
修
案
の
十
二
億
円

に
関
し
て
は
、
直
近
の
額
と
な

り
ま
す
が
、
早
め
に
準
備
に
か

か
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

問問 

改改
修修
設設
計計
をを
実実
施施
しし
たた
後後

にに
、、
改改
めめ
てて
整整
備備
方方
針針
がが
変変
更更

にに
なな
るる
可可
能能
性性
はは
なな
いい
かか
。。

答答

補
正
予
算
を
速
や
か
に
執

行
し
、
直
ち
に
改
修
工
事
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

  

問問 

学学
校校
給給
食食
にに
限限
らら
ずず
、、
事事

業業
見見
直直
しし
にに
よよ
りり
削削
減減
しし
たた
予予

算算
をを
どど
のの
よよ
うう
にに
使使
っっ
てて
いい
くく

のの
かか
。。 

答答

今
後
も
、
予
算
を
捻
出

し
、
子
ど
も
た
ち
の
育
成
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

 

◆◆
教教
育育
福福
祉祉
分分
科科
会会 

 

〔〔
議議
案案
第第
四四
号号
〕〕

問問

シシ
スス
テテ
ムム
改改
修修
はは
今今
後後
もも

予予
定定
しし
てて
いい
るる
のの
かか
。。

答答

令
和
九
年
度
に
つ
い
て
も

介
護
報
酬
改
定
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
改
め
て
シ
ス
テ
ム
改
修

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

 
◆◆
予予
算算
決決
算算
常常
任任
委委
員員
会会 

（（
小小
野野
田田 

トト
シシ
子子 

委委
員員
長長
）） 
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市議会はどんな流れで進むの？
議議会会でではは、、市市民民生生活活にに関関わわるる幅幅広広いい内内容容をを取取扱扱いい、、市市長長やや議議員員かからら提提案案さされれたた条条例例やや予予算算のの議議案案ななどど

をを審審議議・・決決定定ししまますす。。多多くくのの議議案案ななどどのの審審議議をを効効率率的的にに行行ううたためめ、、本本会会議議ととはは別別にに委委員員会会をを設設置置しし、、慎慎

重重にに審審査査ししてていいまますす。。

議案の提案者がその内容と提案理由を説明した後、議員からの質疑が行われ、市長や各部長などがそれ

に答えます。その後、議案や請願等をさらに詳しく調べるため、担当委員会に付託※します。

※ 付託 ‥‥ 本会議の議決に先立ち、詳細に検討するために、議案などを委員会に割り振り審査すること。

委員会では、市の担当者に説明を受けて審査・調査が進められ、委員会として議案に賛成か反対かを

決定します。委員会には、以下の３種類があります。

市の仕事を分野毎に分けて審査・調査する委員会で、神栖市議会には｢総務産業委員会｣｢教育福祉委員会｣

｢都市環境委員会｣｢予算決算常任委員会｣の４つの常任委員会があります。

議会を円滑かつ効率的に運営するため、議会の運営方法を協議したり、議長から諮問された事項等について

調査や審査を行います。

市の特定の問題について審査・調査するために設置される委員会です。

各委員会の委員長が、議案や請願の審査結果を報告します。この報告を参考に質疑や討論が行われた

後、採決を行い、多数決により議会の意思が決まります。
※ 討論 ‥‥ 議案に対して、賛成か反対かを述べる機会。

※ 採決 ‥‥ 議員が議案に対して賛成または反対の意思を表明すること。

議議会会運運営営委委員員会会

常常任任委委員員会会

特特別別委委員員会会

問答

問答問答

問答 問答
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委員会が行政視察を実施 
 

■地地域域振振興興、、行行財財政政運運営営ににつついいてて視視察察 ＝ 総務産業委員会 

５月12日から14日の日程で、北海道札幌市の「ｅスポーツ世界大会の誘致」について、北海道当別町

の「生成ＡＩの活用」について視察を行いました。 

札幌市では、eスポーツ世界大会を３年連続で誘致しており、

誘致に成功した経緯や自治体としての支援体制、関連産業

（ゲーム制作産業）への波及効果などを調査しました。 

当別町では、生成ＡＩを導入し、全庁的に展開しており、

職員向けの機運醸成施策やエバンジェリスト制度に取り組ん

でいました。 

 

■福福祉祉行行政政、、教教育育行行政政ににつついいてて視視察察 ＝ 教育福祉委員会 

 ５月11日から５月13日の日程で、宮崎県延岡市の「健康長寿のまちづくり」、大分県別府市の「別府市

学校給食センター」について視察を行いました。 

 延岡市では、地域医療の危機を契機として、市民が主体と

なった健康づくりを継続的に推進していました。また、スマー

トフォンアプリを活用した健康マイレージ事業を通して、市

民の健康意識向上を図っていました。 

別府市では別府市学校給食センターは市内にある調理場の

建物、設備の老朽化に伴い新設され、令和５年９月に供用開

始されました。現在は市内の全公立幼稚園、小学校、中学校

に給食を提供しています。 

 

 

■議議会会運運営営ににつついいてて視視察察 ＝ 議会運営委員会 

５月19日から５月21日の日程で、徳島県鳴門市及び徳島県小松島市の「政務活動費」について視察を

行いました。 

鳴門市議会及び小松島市では平成13年度から政務活動費※

を交付しています。視察では政務活動費導入までの経緯や、

活用状況、各市それぞれが抱えている課題など、政務活動費

全般にわたり説明を受けました。当市においても視察で得た

知見を基に、政務活動費の導入について引き続き調査・研究

を行っていきます。 
※平成 13 年度当時の名称は｢政務調査費｣。地方自治法の改正により平成 25 年 3 月 1 日から

｢政務活動費｣となった。 

 
 

＜参加委員＞山本実委員長、山中要副委員長、関口正司委員、五十嵐清美委員 
鈴木康弘委員、境川幸雄委員、遠藤富美子委員 

＜参加委員＞鈴木康弘委員長、五十嵐清美委員、後藤潤一郎委員、髙橋佑至委員 
小野田トシ子委員、神﨑誠司委員、額賀優議長 

＜参加委員＞髙橋佑至委員長、鈴木一史副委員長、伊藤大委員、後藤潤一郎委員

遠藤貴之委員、小野田トシ子委員、幸保正東委員 
鈴木康弘委員、境川幸雄委員、遠藤富美子委員 

かみす市議会だより 第91号13
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その他の活動 
 

 

■教教育育福福祉祉委委員員会会がが第第一一学学校校給給食食共共同同調調理理場場をを現現地地視視察察 

教育福祉委員会において、令和８年第２回定例会の会期中である６月 11日に、第一学校給食共同調理

場の現地視察を行いました。 

第一学校給食共同調理場については、市が整備方針を「建

て替え」から「既存施設改修による 15年継続使用」へと見直

したことに伴い、令和８年第２回定例会において、改修に向

けた詳細設計業務及び施設改修調査費用に係る補正予算案が

議案として提出されました。委員は定例会においてより正確

な審査が行えるよう、調理場の担当者から施設概要について

説明を受けたのち、実際に調理スペースの労働環境や、施設

全体の老朽化の状況を確認しました。 

 

■交通事故防止、犯罪抑止の啓発キャンペーンに参加 

７月 17 日に神栖市交通対策協議会主催の交通事故防止、犯罪抑止の啓発キャンペーンが土合地区で 

開催され、市議会から額賀優議長が参加しました。 

キャンペーンは｢夏の交通事故防止県民運動｣及び｢夏の犯罪

抑止活動｣が実施されることに伴い開催されたもので、店舗や

その周辺交差点での立哨
りっしょう

活動及び啓発品の配布を行いまし

た。 

夏は暑さによる疲労や季節特有の解放感による飲酒運転・

無謀運転等を原因とする交通事故の発生が懸念されます。一

人一人が交通安全について考え、交通ルールの遵守と交通マ

ナーの向上に取り組み、交通事故防止の徹底を図りましょう。 

 

■広島県 東広島市議会(文教厚生委員会)の視察を受け入れ 

  

７月 23 日に広島県東広島市議会の文教厚生委員会による行政視察 

「適正受診の啓発について」を受け入れました。 

視察では、神栖市が行う地域医療推進のための各種施策や、医療機関 

への適正受診のための取り組みについて、神栖市地域医療推進課の担当者 

から説明がなされました。 

東広島市議会の皆様は熱心に耳を傾けられており、その後も、神栖市と 

東広島市の状況を比較しながら活発な質疑応答が行われるなど、地域課題 

の解決に向けた熱意が強く感じられました。 

 

＜参加委員＞山本実委員長、山中要副委員長、関口正司委員、五十嵐清美委員、 
鈴木康弘委員、境川幸雄委員、遠藤富美子委員 

東広島市議会 文教厚生委員会の皆様 
(当市議会議場にて鈴木康弘副議長と) 

行政視察の様子 
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神神栖栖市市議議会会議議員員政政治治倫倫理理条条例例にに基基づづくく

辞辞退退届届のの提提出出状状況況ににつついいてて

辞退届とは、議員が「神栖市議会議員政治倫理条例」の規定に基づき、「議員が経営をし、

若しくは実質的に経営に携わっている企業又は議員の配偶者若しくは２親等以内の親族（血族で

ある者、子の配偶者、孫の配偶者及び兄弟姉妹の配偶者に限る。）が経営する企業」が市等が

行う工事等の請負契約（下請工事を含む。）、業務委託契約及び一般物品納入契約を辞退する

届出です。

議席番号 氏  名 関係企業名 提出日

２番 鈴木 一史 株式会社アステラス 令和６年３月４日

５番 笹本 浩史 株式会社笹本建材 令和６年３月11日

12番 須田 光一 ミサキ工業株式会社 令和６年３月26日

20番 後藤 潤一郎 有限会社Ｇｒｏｗ 令和６年３月８日

21番 五十嵐 清美 株式会社五十嵐商事 令和６年３月26日

23番 飯田 耕造 有限会社飯田石油 令和６年３月26日

25番 伊藤 大

株式会社平成物産 令和６年３月19日

株式会社平成ゼネラル 令和６年３月19日

株式会社ＩＴＯ 令和６年３月19日

株式会社平成スミカ
（旧企業名：株式会社スミカ）

令和６年３月19日

株式会社スマイルジョワ 令和８年４月16日
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神神栖栖市市議議会会議議員員政政治治倫倫理理条条例例にに基基づづくく 

辞辞退退届届のの提提出出状状況況ににつついいてて 

 

辞退届とは、議員が「神栖市議会議員政治倫理条例」の規定に基づき、「議員が経営をし、 

若しくは実質的に経営に携わっている企業又は議員の配偶者若しくは２親等以内の親族（血族 

である者、子の配偶者、孫の配偶者及び兄弟姉妹の配偶者に限る。）が経営する企業」が市等 

が行う工事等の請負契約（下請工事を含む。）、業務委託契約及び一般物品納入契約を辞退す 

る届出です。 

 

議席番号 氏  名 関係企業名 提出日 

２番 鈴木 一史 株式会社アステラス 令和６年３月４日 

５番 笹本 浩史 株式会社笹本建材 令和６年３月11日 

12番 須田 光一 ミサキ工業株式会社 令和６年３月26日 

20番 後藤 潤一郎 有限会社Ｇｒｏｗ 令和６年３月８日 

21番 五十嵐 清美 株式会社五十嵐商事 令和６年３月26日 

23番 飯田 耕造 有限会社飯田石油 令和６年３月26日 

25番 伊藤 大 

株式会社平成物産 令和６年３月19日 

株式会社平成ゼネラル 令和６年３月19日 

株式会社ＩＴＯ 令和６年３月19日 

株式会社平成スミカ 
（旧企業名：株式会社スミカ） 

令和６年３月19日 

株式会社スマイルジョワ 令和８年４月16日 
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議席番号 氏  氏  氏 名 関係企業名 提出日
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市市 議議 会会 のの うう ごご きき
（令和８年６月～令和８年８月）

３日 議員協議会、議会運営委員会

   第２回定例会開会

４日 一般質問

５日 議員協議会、議会運営委員会

   一般質問

９日 議案質疑

10日 総務産業委員会・分科会

都市環境委員会

11日 神栖市緊急行財政再建宣言の発出に

伴う行財政改革調査特別委員会

教育福祉委員会・分科会

17日 神栖市緊急行財政再建宣言の発出に

伴う行財政改革調査特別委員会

予算決算常任委員会

   議会運営委員会

第２回定例会閉会

１日 都市環境委員会行政視察

～ （岡山県瀬戸内市、島根県出雲市）

３日

10日 茨城県東市議会議長会定例会

14日 茨城県市議会議長会視察研修会
～   （神奈川県相模原市､平塚市､茅ヶ崎市）

15日

21日 神栖市緊急行財政再建宣言の発出に

伴う行財政改革調査特別委員会

５日 全国市議会議長会 建設運輸委員会

７日 地方公会計制度に関する勉強会

   議員協議会

   議会だより編集委員会

   神栖市緊急行財政再建宣言の発出に

伴う行財政改革調査特別委員会

８日 四市議会情報交換会

24日 議員協議会

28日 議会運営委員会

次次回回のの９９月月議議会会予予定定

期 日 曜 日 日  程（案）

９月７日 (月) 本会議（開会、提案理由説明）

８日 （火） 本会議（一般質問）

９日 (水) 本会議（一般質問）

10日 (木) 本会議（一般質問）

11日 (金) 休会（議事整理）

12日～13日（土）～（日）休会

14日 (月) 本会議（議案質疑）

15日 （火） 本会議（議案質疑）

16日 (水) 休会（各常任委員会・予算決算常任委員会分科会）

17日 (木) 休会（各常任委員会・予算決算常任委員会分科会）

18日 (金) 休会（議事整理）

19日～23日（土）～（水）休会

24日～25日（木）～（金）休会（議事整理）

26日～27日（土）～（日）休会

28日～29日（月）～（火）休会（議事整理）

30日 (水) 予算決算常任委員会・本会議（委員長報告、討論、採決、閉会）

６６月月 ７７月月 ８８月月

おお知知ららせせ

右の予定表は令和８年第３

回定例会(９月)の議会予定で

す。変更になる場合がありま

すので議会の傍聴を希望され

る方は事前に事務局にご確認

下さい。

表表紙紙のの写写真真等等募募集集中中

神栖市議会では、議会だよ

りの表紙の写真やイラストを

募集しています。テーマは、

神栖にゆかりのあるもので

す。詳細は神栖市議会ホーム

ページをご覧下さい。

編集委員会では、議会や本紙に

対する皆さんのご意見・ご要望などを

お待ちしています。

〒３１４－０１９２

神栖市溝口４９９１－５

神栖市議会事務局

電話 ０２９９－９０－１１７２（直通）

E メール：gikai@city.kamisu.ibaraki.jp
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市議会の傍聴
ぼうちょう

について
市議会はどなたでも傍聴できます。受付で住所、氏名等を記入するだけです。
どうぞお気軽にお越しください。（今後、取扱いが変更になる場合があります。）
なお、本会議の模様は、神栖市議会ホームページからインターネット中継及び録画
中継によりご覧いただけます。

市議会のうごき
（令和８年６月～令和８年８月）


